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ルー国アレキーパよりの御通信など、いづれもミラー会

長の計画たるクラブ対クラブの活動方針を立派に実行さ

れて居り、全く敬服しました。この御活動はタラー博士

のお便りにもあるように、絶えざる友情として何時まで

も続けて頂きたい。吾々の友情は地球が存する限り、ロ
ータリーの歯車が止まらぬ限り永遠につゞくものであり

手紙の交換や物の交換を介し友情を深め、好意と親睦を

深めるならば、国際間の平和に寄与するところは非常に

大きいと思います。

また本日は遠い鹿児島のクラブよりバナーを送られて

参り、過日当クラブの代表が鶴岡と縁の浅からぬ鹿児島

市を訪ね規善を深めて来た結果と知り、大変嬉しく思い

ます。遠い南北のクラブが互いに手をつないで居られる

ことは、まことに喜ばしいことです。

ミラー会長の方針により地球の裏表の地区と地区が交

換するという見地よりわが352地区はオトストリーの181

地区と手をつなぐことになって居ります。当クラブにお

いても今までの姉妹クラブや疑交クラブとの交換を深め

ると共に、181地区とも折に触れ交換されるようお願い

致します。幸い、来年は斎藤副会長が欧米旅行の予定と

か、是非181地区のロータリークラブをお訪ねするよう

希望します。ガバナーとしても御便宜をほかるよう出来

る限り御支援致したい。

私がアメリカに行って感じたことは、日本の二世三世

が日本語を忘れても母国へのあこがれ乃至関心は非常な

もので、至るところで誠意溢れる歓待を受け、是非日本

を訪ねたいと会う人のすべてがそんな気持のようでした

好意と友情を深める個人対個人の交換もあらゆる横会を

つかまえ推進して頂くことが大切です。世界中に好意と

友情が広まれば戦争など起りません。今後は国際奉仕の

部門だけでなく、理事会並びにクラブ全体が共に一層の

御活躍を期待致します。

〇一日講習会に出席して（第二報）

（職業分類委員長　大野君の報告）

先程会長より詳細な報告があったので、私は直接関係

のある職業分類について申し上げます。

分類表にのっていない職業、例えば米国には味噌醤油

の職業が無いように、その国情に独特な職業があるので

これ等も適宜整理して採用しても差支えないそうです。

新会員の加入について、今までロータリアンであった

人で転勤により前任者もロータリアンであった職につい

た場合でも、14長那皆のルールは厳正に踏むべきである。

但し、必要とあれば一日で委員会やら理事会を開いて透

かに決定することも可能である。また第二クラブの誕生

は都市の人口には関係なく、クラブのメンバー或は地域

社会の状況によって決定されるとのことであります。

（会報委員長　石黒君の報告）

新会員の私が一日講習会に出席する光栄を与えられ、

ロータリーの如何なるものかの一端を勉強出来ましたこ

とは、大きな感銘と将来への勇気を与えて頂きました。

会報は例会の出来事や卓話を正確にのせるだけでは単

なる記録となるに過ぎないし、またクラブだけで独善的

に作ってほ地方団体の磯閏紙となってもロータリー会報

とはなりません。会報はあくまでもロータリーのルール

に従って編集され、特にロータリー情報を重視してロー

タリーの筏餞向上につとめることが大切です。また切角

努力した会報でもよく読んで頂かねは意味がなくなるの

で、興味をもって読んで頂くには何うすればよいか研究

してもらいたい。編集者だけの班別会議では数々の具体

例を挙げ、互いに意見の交換があり、他のクラブ会報を

知る上に有効な資料となりました。

「㌢

0海外通信

OMr・and Mrs・Joseph H．Klerより

Dr・and Mrs・Kohana宛

私達が皆さんにお逢いしてから随分長い時が経ちまし

たが、鶴岡の親愛なるお友達については今も尚語り合っ

て居ります。

私達は鶴岡では素晴らしい時を持ったのですが、その

時の心暖まる沢山の思い出をしっかりと心にいだいて居

ります。

私は今貴方に一冊の誓籍をお送りしましたが、更に医　－　■

学謹話も贈る様に予約申込を致し度いと思って居ります

又カラースライドを張先生宛に送ってありますが、そ

れらの写真はニューブランズ・クイックについての貴方

の思い出を更に新たにする事と存じます。それ等の写真

を御好覧頂ければ幸いです。

小生の妻は三ケ月前から体の調子が悪く、急性内耳炎　▼妙

を起して非常に強い眩畳がありました。一ケ月間と云う

ものは歩く事も困葉で、動作は緩慢にしか出来ません。

之は妻をいたく失望させましたが、重篤と云う程でもな

いのでせめてもと喜んで居ります。今しばらく時をまて

ば漸次妻の望む程度の活動性をもちうる棟になる事でし

ょうし、そして貴方と一緒に歌を唄うことも出来る様に

なるでしょう。

我々のロータリークラブは相変らず積極的な活躍を続

けて居ります。私は彼等に皆さんの事をきちんきちんと

報告して居りますが、貴地の学生生徒達の美しい絵画を

頂いた事を大変有難く思っております。

私はそれを当地の公立学校の柔術担当の先生に贈りま

したから当地の学童のみんなに展覧する事と思います。

そして彼等も貴地の生徒のみなさんに叉寄贈するものと

信じますし、私達もそうしたいと思って居ます。どうぞ

貴地の生徒さん達や柔術の先生に御礼を云って下さい。
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うのであります。

否々人間社会で言う夏には広義の愛と狭義の夏とに分

けることが粗来る二つの変があると思う。鶏が子供に対

ヱ旦撃墜墾星空空等凝壁壁書曇る。私共ロータリアン
が附こ口にする奉仕の彗憩は広義の夏である。私共戦前

派が教育されて究た忠宕夏国の精神も亦広義の愛と解せ

られると思う。

瓢は何故に自分の子供に対し新の如く本能的変が無制

限に注がれるかと云うと之は人間の生命と云う本質に触

れることになるが、子供が生まれることは申すまでもな

く新らしき生命の誕生を意味し、親の生命の延長である

ことは皆さんも御理解下さることゝ思う。親は生れた子

供に対しては無意識的に自己の生命を未来に永遠に延長

する為に本能的に新らしき生命の創造に身命を堵して子

供を生み、生まれ出た子供に自分の仝生命を傾けて之を

育て教育し、子供の成長を！頭うと共に守りつゞけるのが

自然の姿である。之は自分の生命の延長が永遠に延びる

為の立派な条件を具備すること到頭っているからで、此

の説の本能は他から強制されて出来るものでもなく、意

識的に幼くものでもなく、自然に快いているものである

然るに其の子供は視の苦労に対しては殆んど感受性な

く、只子供は自分の成長矧に於いては親を必要とするの

で、其の間は親を慕うのであるが、其の後或程度成長す

ると祝の必要性が次第に薄れて行くと共に自然に独立心

が強くなり、親から離れんとする傾向を帯びて来る。其

の頃になると子供は自分を一人前の大人として自己を自

覚し、過去に親がしたと同掛こ子供も亦次の新らしき生

命の創造に本能を燃やし、其の力は日に増し強くなって

行くものである。そうなると子供は自分の生命の源であ

る両親を顧みる事よりもつと強い力、それは新らしき生

命の創造へ向かって行く生理的本能的力に支配されて行

くのであります。それと共に自分の母体である規でさえ

新らしき生命に対する伍力に比較すれば問題にならない

程魅力のない存在にしか親は見えなくなるものではなか

ろうかと考えるのである。此法則は人間以外の万物に於

いては一層甚しく新らしき生命の創造を終わった母体は

其の後に急速に体力は衰え、幾ばくもなく余命は消えう

せるのが自然界の現象の罠に考えられる。

然るに人間の場合は新らしき生命の創造が終ってから

も20年30年と永きに亘り競ほ生存するので、親子関係は

逆に子供が親を扶養しなくてはならない′臼‡な状態になる

ことが起り、自然界に例のない例外が起るので、人間社

会に六ケ敦い家庭関係を引き起しているのである。白然

界の法則を直視すれば、私共の考え方より某青年の放言

の方が正しい様に思われてならないのである。

それでは是からの社会は祝が子供の世革にならなくて

も余生を安楽に過ごして行ける様に社会保障制度の琵立
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を急ぐべきであると考える次宗である。是が将来の社会

の在り方ではないかと思う。又一方社会保障に房らずと

も出来る人は、自分で其の準備を進めて行くことも出来

るから心拭けて行くべきである。そればかりでなく、親

は子供を育てゝ一応の教育を終わり、社会に出してやっ

た後は親は子供の将来については一切の援助の手を打ち

切って、子供は自力で自分の生活を荘立する独立心を持

たすべきである。規として子供に対する義務を果した親

は自分の余生を充実する為自分の生活の準備は勿論のこ

と、尚余力があればロータリー精神に表現されて居を社

会奉仕に金堂を捧げられることも亦人生の生き甲斐を感

ずると同時に、幸福に充ちた人生ではなかろうかと思う

次第です。

大変長々と愚論を若き茂りましたが、私なりの考察の
一端を書いて皆様の御批判を乞う次第であります。

0友人をつくるために出席を

人目につくショー・ウインドーを持っていながら、

人が入らないようにドアに鐙をかけておく実業家を貴

方はどう思いますか。ロータリーに所属してクラブ名

辞に名前を列記し、例会に欠席して面識のドアに鍵を

かける人は、これとほぼ同じことをしているのです。

畏図作者照介

今回より会戴冠図を松田実技さんにお願いしまし

た。

松田さんはトキワ屋さんの御令嬢で昭和36年鶴岡

南高校を卒業、現在多摩美術大学在学中の新進画家

で将来を期待されています。

これから毎月新しい図案を提供して頂くことにな

りました。
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○会報到着　．東京R・C

O創立五周年記念親睦号を東京西北R・Cより送付
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御誕生を祝して　　　　池内君、手塚君、

金井（国）君、菅原君、

小池君、渡部君

奥環のお誕生を祝して　三井（徹）君、三井（賢）君

皆川君、荘司宕

Dr・Kler氏より医学辞書を頂いて　　　　張　君

南高校設計料の全額を母校へ幕附と照介され

新穂君

0本日の献立

トンカツ、ハムサラダ、ライスカレー
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